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直轄事業の事業計画等（富山県関連分）について 

 

 

 

　平素から国土交通省直轄事業の推進にあたり、御高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

　さて、当局における令和５年度災害復旧事業の事業計画等のうち、富山県関連分につ

いて、別紙のとおりお知らせいたします。 

 

 

(事業計画等は現時点における予定であり、今後の変更があり得ます。) 

 

 

 

事務担当：企画部企画課企画第一係　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度  災害復旧事業　富山県における事業計画 総括表
（単位：千円）

事業区分 負担基本額 地方負担額

河川関係 671,694 223,674

道路関係 4,419,553 1,471,711

公園関係 - -

港湾関係
（港湾海岸事業を含む。）

966,000 321,678

空港関係 - -

合計 6,057,247 2,017,063

（注）端数処理の関係上、合計と一致しないことがある。



令和５年度 富山県における事業計画（水管理・国土保全局関係）

（単位：千円）

工事費 測量設計費 用地費及補償費 船舶及機械器具費 附帯工事費 事業委託費 事業車両費 計

災害復旧事業

（項）河川等災害復旧事業費

（目）河川等災害復旧費（河川　６年災） 629,200 33,000 0 9,438 0 0 56 671,694 223,674

庄川 港町地区液状化対策L=275m 6.7 629,200 33,000 9,438 56 671,694 223,674 港町地区液状化対策L=275m（令和5年度完成予定）

629,200 33,000 0 9,438 0 0 56 671,694 223,674

（注）　「負担基本額」の欄については、当該都道府県の負担対象となる額を記載しています。

地方負担額 令和5年度事業内容 備　　考

合　　　　　　　　　計

全体事業費については、事業工程上の必要額を便宜的に記載したものであり、災害の発生状況、毎年度の予算状況、用地・工事の進捗等により変更されることがあります。

事　　業　　種　　別 箇　　所　　名 全体事業規模
全体事業費
（億円）

負　　担　　基　　本　　額



富山県 （単位：千円）

工事費
測　量
設計費

用地費及
補償費

船舶及機
械器具費

附帯工事費
事　業
車両費

能越自動車道
（国道470号）

富山県 氷見市脇～高岡市
池田

L=30,400m 1,178,549 1,160,087 18,462 1,178,549 392,457
道路土工、舗装工、排水構造物工、
法面工、防護柵工、橋梁補修工、構
造物撤去工、仮設工、調査設計

国道8号
富山県 富山市本郷～小矢
部市桜町

L=32,900m 1,669,608 1,644,803 24,805 1,669,608 555,979
道路土工、舗装工、防護柵工、構造
物補修工、構造物撤去工、仮設工、
調査設計

国道160号
富山県 氷見市脇～高岡市
四屋

L=25,500m 1,571,396 1,547,218 24,178 1,571,396 523,275

道路土工、地盤改良工、舗装工、排
水構造物工、法面工、防護柵工、橋
梁補修工、構造物補修工、構造物
撤去工、仮設工、調査設計

計 4,419,553 4,352,108 67,445 4,419,553 1,471,711

※負担率は公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法第５条の規定により第４条第１項第１号に定める率としておりますが、

　今後同項第２号及び第３号並びに激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律第４条に基づく国庫負担率の

　算出により、地方負担額が変更となる可能性があります。

計

令和５年度　道路災害復旧事業における事業計画

路線名 箇所名 事業規模 全体事業費

負担基本額
地　方
負担額

令和５年度
今回事業内容

備考
内  訳






